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第１号議案  

2025 年度特定非営利活動法人子ども＆まちネット事業報告  

 

＜この一年＞ 

子ども＆まちネットでは、ここ数年来委託事業や助成金の獲得に苦戦し、事業数も減少していましたが、

2025年度は、複数の助成金を受け、多くの事業を運営することができました。特に、休眠預金を活用した

子どもの居場所事業（中部圏地域創造ファンド助成）、障がいのある子どもが「はたらく」を考えて挑戦

するチャレンジタウン事業（福祉医療機構[WAM]助成、ノエビアグリーン財団助成）を並行して実施する

こととなり、忙しくも充実した 1年となりました。そのため、事務局アルバイト職員を新規で募集し、シ

ョートタイムを含め計 4名を採用することとなり、事務局体制を整えながらの事業運営が今も続いていま

す。 

事業活動の中で特に目立ったのは、子どもの居場所事業、チャレンジタウン事業ともに、多くの若いサ

ポーターの方々にご登録いただき、いずれも子どもと直接接する事業運営にご協力いただく中で、サポー

ターとして活躍する若者の育成にも力を入れてきました。 

これからも引き続き、若い力を活かしながら着実な活動を積み重ね、「子ども」を中心に据え、安心し

て子どもを育てることのできる社会の実現を目指して、子ども＆まちネットらしい事業を推進してまいり

ます。 

 

 

＜主たる事業（事業詳細は次章で）＞ 

「おかざきこども会議」は、子ども＆まちネットでは昨年度に引き続き岡崎市より受託して、市内の子ど

もたちの意見を引き出し、まちづくりを考える会議を行いました。「ほうかご子まち＋（プラス）」では、

下校後の子どもたちの居場所を盛り上げるためのサポーターの育成に力を入れ、子どものみならず地域の

多様な世代の居場所づくりに注力してきました。また、子ども＆まちネットでは実に 10 数年ぶりとなる

「チャレンジタウン」では、障がいのある子どもたちが「はたらく」を学び模擬体験することで、将来の

就労を意識して、自ら考え行動する力や他者と協働する経験をすることができました。仕事や店舗の企画・

運営を行う中で達成感や自己肯定感を育む一助となりました。 

 

 

 

＜会員の状況＞ 

   正 会 員 個人：36人、団体：3団体 （昨年度個人：35人、団体：2団体） 

   情報会員 個人：2人、団体：0団体 （昨年度個人：5人、団体：0団体） 

   賛助会員 個人：8人、団体：2団体 （昨年度個人：7人、団体：2団体）     

合計 46人と 5団体 （昨年度 49人と 4団体） 

１.概要 

１．  
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[１]「こどもにやさしいまちづくり」のための手法開発と普及、支援政策提言 

事業名 おかざきこども会議 

主催 岡崎市（NPO 法人ファザーリングジャパンが受託） 

事業目的 岡崎市の子ども施策に子どもの意見を取り入れるために、子ども自身の意見を聴取

する「おかざきこども会議」を開催する。子どもたちにとって何が一番よいことか

を子どもたち自身で考え、意見を出し合い、出された意見は必要に応じて翌年度以

降の施策に反映させることで、「こどもまんなか社会」の実現を目指す。 

実施期間 2025年 4月〜2026年 3月 

スタッフ 水野真由美（理事長）・横井寿史（理事）・小島紫（会員）・蟹江哲太郎（会員）・佐藤

大雅（事業スタッフ） 

事業内容 【事業概要】 

子どもの意見を聴取し、施策に反映する会議「おかざきこども会議」を開催する。議

題に対して、委員となる小学 5年生から高校 3年生世代の 13 名が、子どもの立場で

自由に意見やアイデアを出し合う。大学生ボランティアらが、委員をサポートする。

第 1 回から第 4 回の会議で集まった子どもの意見を、第 5 回に発表。第 6 回では、

第 5回に発表された子どもの意見に対して、市からのフィードバックをいただいた。 

 

【打合せ】 

5月 29日（木）オンライン 

出席：岡崎市こども育成課、岡崎市文化振興課 

内容：顔合わせ、課題説明 

6月 4日（水）オンライン 

出席：岡崎市こども育成課、岡崎市文化振興課 

内容：課題説明、今年度の進行方針について 

8月 21日（木）オンライン 

出席：岡崎市こども育成課、岡崎市文化振興課 

内容：第 1回こども会議進行について 

9月 2日（火）りぶら 

出席：岡崎市こども育成課 

内容：会場下見  

 

【こども委員・大学生ボランティア募集】 

（１）こども委員募集（岡崎市） 

（募集要項）岡崎市 Webサイト、岡崎市政だより 7月号 

 対象：市内在住在学の小学 5年生から高校生世代 

２.事業の実施に関する事項 

２．  
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 定員：30 名 

申込期限：7月 28日（月） 

     ※追加募集で、締切を 9月 3日（水）まで延長した。 

申込方法：市電子申請届出システムから申込 

（２） 大学生ボランティア募集（岡崎市） 

（募集要項）岡崎市 Webサイト、岡崎市政だより 7月号 

対象：市内在住または在学の大学生・短期大学生・専門学校生（18歳以上） 

定員：6名（抽選） 

申込期限：7月 28日（月） 

申込方法：市電子申請届出システムから申込 

＜抽選結果＞ 

（１）こども委員 

 定員 30名に対して 13名が応募 → 全員を参加者とした。（岡崎市） 

（２）大学生ボランティア 

 定員 6名に対して 7名が応募 → 7名全員を参加者とした。（岡崎市） 

 

【大学生ボランティア説明会】 

第１回ボランティア説明会 

日時：8月 18日（月） 

会場：オンライン 

 ＜内容＞ 

事業説明、「子どもが意見を言うこととは」、子どもとの関わり、事務連絡 

第２回ボランティア説明会 

日時：8月 20日（水） 

会場：オンライン 

＜内容＞同 

 

【おかざきこども会議開催報告】 

テーマ：「岡崎の伝統、つなごう未来へのバトン（仮）」 

第 1回おかざきこども会議 

 日時：2025年 9月 28日（日）9:30～12:00 

 会場：図書館交流プラザりぶら 2階創作室 

 参加：こども委員 9名 大学生ボランティア 6名 

 ＜内容＞ 

  １．仲良くなるワークショップ（進行：佐藤大雅） 

  ２．子ども・若者が意見を言うことの大切さについてのお話（小島紫） 

  ３． 事業内容説明（岡崎市子ども育成課、文化振興課） 

  ４．グループ分けのワーク（進行：蟹江哲太郎） 
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  ５.自分の楽しいことを振り返り共有するワーク（進行：蟹江哲太郎） 

  ６. 宿題 

①「おかざきこども会議の愛称を考える」 

②「おかざきの伝統文化を知ってもらうための作戦を考えよう！」 

第 2回おかざきこども会議 

日時：2025年 10月 19日（日）9:30～12:00 

会場：図書館交流プラザりぶら 2階創作室 

参加：こども委員 12名 大学生ボランティア 5名 

 ＜内容＞ 

１．おかざきこども会議の「愛称」決定（進行：蟹江哲太郎） 

愛称 ⇒ 岡崎伝心プロジェクト～心で伝える。未来へ繋ぐ～ に決定 

２．岡崎の伝統芸能の実演と体験（文化振興課） 

３．プロモーションの方法をたくさん出してみるワーク（進行：佐藤 大雅）  

４．宿題「プロモーションの企画書をつくってくる」 

第 3回おかざきこども会議 

日時：2025年 11月 9日（日）9:30～12:00 

会場：図書館交流プラザりぶら 2階創作室 

参加：こども委員 7名 大学生ボランティア 3名 

＜内容＞ 

１．アイスブレイク「プロモーターゲーム」（進行：蟹江哲太郎）  

２．グループごとにプロジェクトの内容を決めるワーク（進行：蟹江哲太郎） 

３．発表準備シートの作成（進行：佐藤大雅） 

４．宿題「発表の準備に必要なことを各自で調べてくる」 

第 4回おかざきこども会議 

日時：2025年 11月 30日（日）9:30～12:00 

会場：図書館交流プラザりぶら 2階創作室 

参加：こども委員 11名 大学生ボランティア 4名 

＜内容＞ 

１．発表準備（グループ活動） 

２．リハーサル（司会：蟹江哲太郎、佐藤大雅） 

３．振り返りと本番に向けての話し合い 

４．宿題「発表に向けた準備を分担してやってくる」 

第５回おかざきこども会議 

日時：2025年 12月 21日（土）9:30～12:00 

会場：図書館交流プラザりぶら 3階会議室 301 

参加：こども委員 11名 大学生ボランティア 6名 

＜内容＞ 

１．発表準備 
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２．発表・講評・質疑応答（司会： 佐藤大雅、タイムキープ：蟹江哲太郎） 

①青春伝統学部 地学電思科 

②岡崎限定！伝統フェス 

③どん！全人類に発信！岡崎の伝統 

講評：副市長 伊藤雅章様、社会文化部長 山田能正様、 

子ども部長 堤谷文雄様 

３．グループでの振り返り 

４．宿題「今回の会議全体や発表についての振り返りを、振り返りシートに書く」 

第６回おかざきこども会議 

日時：2026年 2月 1日（日）9:30～12:00 

会場：図書館交流プラザりぶら 2階創作室 

参加：こども委員 8名 大学生ボランティア 4名 

＜内容＞ 

１．岡崎市からのフィードバック     

フィードバック:岡崎市文化振興課 主任主査 新家孝義様（進行：佐藤大雅） 

２．お疲れ様パーティー（進行：蟹江哲太郎） 

３．記念撮影  

成果 「伝統文化」という一見子どもたちにとって難しく感じがちなテーマに対し、子ど

もたちが主体的に関わることのできる場づくりができたことは、一定の成果と言え

る。最終発表会では、大人では思いつかないようなおしゃれで楽しいアイデアが発

表された。また、大学生ボランティアらの活躍により、子どもたちの思考を引き出

し、深めることができた。限られた時間の中で子どもに寄り添い、悩み、形にするプ

ロセスは、大学生らにとっても対話力や思考力を養い、社会参画の実践の場となっ

た。 

課題 限られた時間内で、子どもたちが与えられた課題と向き合うために、寄り添いなが

ら共に取り組む人材（サポーター）と、運営側の新たな人材（ファシリテーター、サ

ブファシリテーター）の育成は、今後の多事業への展開においても、課題が残る。 

 

その他 各種委員会出席等 

委員： 名古屋市地域公共交通協議会委員（横井寿史 同） 

    愛知県かがやけ☆あいちサスティナ研究所ファシリテーター（水野真由美 同） 

    愛知学院大学経営学部企業経営持論Ｂエリアリサーチ講師（水野真由美 同） 

    ユースワーカー協議会ユースワーカー養成講習会講師（白川陽一 会員） 
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[２]子ども・子育て・まちづくりに関する情報収集と発信事業 

事業名 こまち通信、会員 ML（メーリングリスト）運営、Webサイト運営、 

Facebook、Instagram等 SNS運営 

自主事業  

事業目的 子まち会員内外への情報提供。会員相互の交流も兼ねる。 

実施期間 Webサイト管理、Facebook等 SNS管理：通年 

「こまち通信」46号：2025年 12月 17日 

担当 こまち通信：原稿作成（各事業担当）、デザイン・レイアウト（外部委託） 

会員 ML：水野真由美（同）、牛田真登（会員） 

公式 Webサイト：運営管理…水野真由美（同）、更新・メンテナンス…牛田真登（同） 

Facebook等 SNS管理:水野真由美（同） 

ワンストップひろば専用 Instagram：水野真由美（同）、戸谷令子（会員） 

ほうかご子まち専用 Instagram：中島瞳（事務局スタッフ）、溝口和愛（事務局ス

タッフ） 

ワンストップひろば専用公式 LINE：水野真由美（同）、渡邉修大（事務局スタッフ） 

ほうかご子まち専用 LINE：水野真由美（同） 

子まちスタッフ連絡用 LINE：水野真由美（同）、溝口和愛（同） 

事業内容 ・こまち通信・ML とも事業の告知・報告をはじめ、会員内外に知らせたい内容な

どを掲載。MLは事務局からの配信を年間で 17回程度行った。 

・こまち通信 

46号：ほうかご子まち＋（プラス）報告、「みんなでつくるチャレンジタウン」

報告、おかざきこども会議報告、新入職員紹介 等 

・Facebook 等 SNSでは、日常の事業案内や結果報告を発信。 

成果と 

課題 

・こまち通信の発行は不定期としているが、発行時期を設定した定期発行にするこ

と及び制作役割分担を含め引き続き検討が必要。 

・会員 ML の定期配信など、会員相互の交流の場づくりには、引き続き工夫が必要。 

・SNSの利活用についても、各事業のターゲット層を狙った発信・拡散に工夫が必

要。 
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[３]子ども・子育て・まちづくりに関わる人々のネットワークづくり、コーディネート事業 

事業名 ワンストップひろば「小さい子どものセンスオブワンダー」 

・自主事業（通年）  

・こくみん共済 coop（全労災）地域貢献助成事業（2025年 5月～2025年 12月） 

元（千種区 

事業目的 乳幼児期の子育ての不安の解消、仲間づくりなどを手伝い、子育て情報を伝える。ま

た保護者同士の仲間づくりをサポートする。 

実施期間 ●自主事業  

期間：2025 年 5月１日〜2026年 4月 30日 

・自由あそび、親子ヨガ、リトミック、親子ビクス 

●こくみん共済 coop（全労災）地域貢献助成事業 

期間：2025 年 5 月 1 日〜2025 年 12 月 31 日（助成期間は 2025 年 1 月 1 日～12 月 31

日） 

講師、 

スタッフ 

 

講師：寺本久美子（ヨガ講師、会員） 

   柿本京子（エアロビクスインストラクター） 

   加藤美穂（リトミック講師） 

統括：水野真由美（同） 

スタッフ：戸谷令子 (同）他ボランティア 10名  

公式 LINE配信：渡邉修大（同）、戸谷令子（同） 

 

事業内容 

・通年で全 77回開催。新規登録親子 24組を含むのべ 123組の親子が参加した。 

・プログラムは予約制、自由あそびは予約なしにて開催。 

・通年で親子ヨガ、リトミック及び親子ビクスをそれぞれ月に 1 回開催。それ以外の

月・水は「自由あそび」とし、乳幼児親子が自由に出入りできる居場所を開放した。 

・ひろば専用の公式 LINE を活用。参加予約受付や利用者及びボランティアスタッフか

らの連絡手段などのコミュニケーションツールとして活用。 

・大和学区主任児童委員さんと連携し、生後 2か月～4か月の赤ちゃん訪問時にひろば

をご紹介いただき、特に転勤でこの地にはじめて引っ越して来られた 0 歳児を持つ

利用者への周知にご協力いただいた。 

成果と 

課題 

・ヨガ・リトミック・親子ビクスなどのプログラムのない「自由あそび」の日の利用

者数が著しく減少し、自由あそびの日は利用者「０」が続いた。利用者、特に育休

中の親のニーズ把握とプログラム構成に工夫が必要。 

・ボランティア募集サイト Activoを活用し、ひろばボランティアを募集した。大学

生・社会人・高校生らの希望者が集まり、約 10名のボランティアが登録して活動

した。社会人のボランティア参加が増加傾向にある一方で、大学生ボランティアが

減少し、大学生世代のボランティアへの参加呼びかけにも工夫が必要。 

・利用申し込みが全く無い日のボランティアの配置には引き続き課題が残る。 
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事業名 ほうかご子まち事業 

自主事業 元（千種区 

事業目的 学齢期（主に大和学区）の子どもたちの、下校後の居場所事業。既存の学童やトワイ

ライトスクールとは違う第 3の居場所づくり、仲間づくりなどをサポート。 

実施期間 期間：2025 年 5月１日〜2026年 4月 30日 

毎週金曜日、下校後～17:00に開催。夏休み・冬休み・春休みの長期休暇中、9:00～17:00

開催。 

小学校低学年（1年～3年）4～10名が毎週利用。 

スタッフ 水野真由美（同）、中島瞳（同）、渡邉修大（同） 

スタッフ：秋好眞澄 (ひろばスタッフ）他ボランティア数名  

事業内容 ・昨年度に引き続き、利用児童のニーズを探りながら、子どもたちにとっての居心地の

良い居場所づくりを模索した。 

・学校の宿題、ブロックやボードゲームなどの自由あそびや、何もしなくても良い空間

づくりを意識して開催した。 

・隣接する筒井小の児童が１名利用するようになった。 

成果と 

課題 

・ボランティア登録している高校生・大学生ら子どもと直接関わる若者が多く参加す

るようになり、子ども目線に近い立場から子どもと接することができるようになっ

たことは、今後の事業運営にも大きなプラスとなった。 

・夏・冬・春の長期休暇中の 9:00～17:00まで開所。 

・引き続き利用者の拡大を図るものの、児童数が増えた場合の安全面にも課題が残

る。 

 

 

 

事業名 「子どもたちによる駄菓子屋さん 2025」事業 

名古屋市社会福祉協議会 令和 7年度地域の子ども応援事業助成事業 

（2025年 4月１日〜2026年 3月 31日） 

元（千種区 

事業目的 ほうかご子まちに参加する児童らが、主体的に運営に関わる機会を創出し、児童らの

自主性・主体性をはぐくみ、近隣住民との交流を図る。 

実施期間 期間：2025 年 5月１日〜2026年 3月 31日 

スタッフ 統括：水野真由美（同）、鬼頭弘子（理事） 

事務局スタッフ：阿部聡一郎（事務局スタッフ）、中島瞳（同）、渡邉修大（同）、溝口

和愛（同） 

他ボランティア 10数名  

 

事業内容 

・参加児童らの「やりたい」を尊重し、夏休み期間中の 8 月と 3 月にひろばスペース

を開放した 1 日限りの駄菓子屋さん「ドキわくだがしやさん」を開催。ほうかご子
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まちに参加する児童と近隣の児童らが＜店員＞となって、来場者をもてなした。 

・年に数回の「企画会議」で、子どもたち自身が出店メニューやゲームなどを考え、当

日の看板づくりなどに参加した。 

[夏]2025年 8月 24日（日） 

[春]2026年 3月 20日（金・祝） 

成果と 

課題 

・近隣の市邨高校インターアクトクラブの生徒ら数名が当日ボランティアと準備に携

わり、地域交流の機会となった。 

・親子ひろば OB親子さんらにも参加者として参加していただけた。 

・駄菓子屋イベント時に＜店員＞として働く児童が、ほうかご子まち利用者へと繋が

ることを期待したが、実際の利用には至っていない。 

 

 

 

事業名 「ほうかご子まち＋（プラス）」事業 

子ども/若者の居場所機能強化事業 

休眠預金活用事業草の根活動支援事業 2024（公益財団法人中部圏地域創造ファンド助成事業） 

（2025年 4月 21日〜2027年 2月 29日） 

元（千種区 

事業目的 既存の「ほうかご子まち事業」の機能強化・拡大を目的に、放課後の子どもたちの居

場所「ほうかご子まち」から知育の多様な世代にとっての安心安全な居場所へと発展

させることを目標とする事業。 

実施期間 期間：2025 年 5月１日〜2026年 3月 31日 

スタッフ 統括：水野真由美（同）  

事務局スタッフ：阿部聡一郎（同）、中島瞳（同）、渡邉修大（同）、溝口和愛（同） 

他サポーター10数名  

 

事業内容 

放課後の子どもたちを支えるサポーターのネットワーク形成および人材育成に注力

し、高校生・大学生・社会人など多様な世代のサポーターが定期的に集まって交流を行

い、事業運営にも関わってもらった。子どもとの関わり方や居場所づくりについて学

び合う機会を設けた。 

サポーターが主体となって、年間 4回のイベントを企画・運営。イベントを通じて近隣

住民らに、ほうかご子まちの活動を広く周知し、参加者の拡大を図るとともに、子ど

も・サポーター双方にとって魅力ある居場所づくりを推進している。 

・駄菓子屋さんイベント※ 8月 24日（日）、2026年 3月 20 日（金・祝） 

※名古屋市社会福祉協議会地域の子ども応援事業助成事業 

・文化祭    10月 26日（日） 

・クリスマス会 12月 20日（土） 

【サポーターミーティング】2025年 6月～2026年 4月の間、10回開催。 

・サポーター研修 2月 20日」（金） 講師：大西宏治理事 
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成果と 

課題 

ほうかご子まち＋（プラス）では、定期的なサポーターミーティングを実施し、活動

に関わる高校生サポーターらが交流しながら学び合う機会を創出した。ミーティング

では活動の振り返りや意見交換に加え、イベント企画や運営について話し合う場を設

けることで、サポーター一人ひとりが主体的に活動へ参画する意識を高めることがで

きた。 

また、サポーター同士の関係性が深まり、子どもとの関わり方や活動に対する思いを

共有することで、継続的な活動参加につながった。 

一方で、参加者の経験や活動頻度に差があるため、誰もが発言しやすく参加しやすい

場づくりや、新規サポーターへのフォロー体制の充実が課題となっている。 

今後は、サポーター同士の学びや交流の機会をさらに充実させるとともに、それぞれ

の強みや関心を活かしながら主体的に活動へ関わることができる仕組みづくりを進め

ていく必要がある。 

 

 

 

事業名 子育てネットワークちくさ ミニ子育て広場 

主催 子育てネットワークちくさ（事務局：千種区民生子ども課） 

事業目的 区内の子育て支援関係機関等がネットワークを構築し子育て家庭への情報提供・相談

の場、交流の場を作って子育てに喜びが感じられる地域社会への転換を目指す（規約

より抜粋） 

実施期間・ 

会場 

（参加）6月 17日、7月 17日、9月 18日、10月 16日、11月 11日、12月 16日 

（会場）千種スポーツセンター、東スポーツセンター、千種児童館、千種座 

事業内容 会場内にブース出展し、手作りおもちゃなどを紹介。ひろば PRも行う。 

担当 水野真由美（同）、戸谷令子（同）、渡邉修大（同）ほか 

成果と課

題 

子育てネットワークちくさ加入団体・施設との連携のきっかけづくりにもなった。 

行政主催の無料イベントに参加される親子へ、ワンストップひろばの存在を知ってい

ただく貴重な機会と捉え、継続して参加していきたい。 

 

 

事業名 イオン幸せの黄色いレシートキャンペーン 

主催 イオンリテール株式会社 

事業目的 イオンが地域への社会貢献活動をおこなう「イオン・デー」（毎月 11日に開催）に、

地域で活躍されている「ボランティア団体」などに対して、地域のお客様とともに応

援し、イオンがその活動に役立つように物品をもって助成する（キャンペーンの趣

旨・目的より抜粋）。 

各店舗のお客様より善意で投函された黄色いレシートの合計金額の１％相当が、イオ

ンより寄贈され、団体活動に必要な商品に交換していただける。 
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実施期間・ 

会場 

（キャンペーン参加） 

2025年 5 月 11日、6月 11 日、7 月 11 日、8月 11 日、9 月 11 日、10月 11 日、11 月

11日、12月 11日、2026年 1月 11日、2月 11日、4月 11日 

事業内容 （店頭キャンペーン活動） 

イオンスタイルナゴヤドーム前店にて、店頭キャンペーン活動に参加。1 階食品レジ

横にて団体ＰＲとレシート投函を呼びかけた。 

担当 水野真由美（同）、阿部聡一郎（同）、戸谷令子（同）、渡邉修大（同）、水野千鶴（会員）

他 

成果と課

題 

・店頭キャンペーンに立つことで、地域の買い物客とのコミュニケーションが生まれ、

レシートの金額に応じた寄付がいただけた。2025年 3月～2026年 2月の 1年間で 

 合計 30,500 円分の支援をイオンギフトカードにて受けることができた。 

・店頭キャンペーンは毎月 30分間だけであるため、キャンペーンに立つ職員やボラン

ティアの手配に課題が残る。 

 

 

事業名 その他 ひろばスペースの有効活用 

自主事業 

事業目的 「ワンストップひろば（親子ひろば）」及び「ほうかご子まち」開催日以外の日の、

ひろばスペースの利活用 

実施期間 2026年 4月 14日（火） 

事業内容 【バランスボール教室】 

バランスボールインストラクターの資格を持つひろば利用の保護者から要望があり、

ひろばスペースを活用して、子育て中の母向けのバランスボール教室を試験的に開催

した。 

講師：福岡美紗 

担当 水野真由美（同） 

成果と課

題 

ひろばスペースの継続的な利活用には至っておらず、また、「貸出し」という形をとる

ことは難しいことから、外部の方の利用を促進するには課題が残る。 

 

その他の団体との連携、ネットワークづくり 

愛知県青少年育成県民会議 

子育てひろば全国連絡協議会 

NPO法人子ども健康フォーラム 

広げよう！子どもの権利条約キャンペーン 

地域活性学会 
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[４] [１]から][３]に関する研修・養成等企画運営事業 

事業名 STEP研修 

保護者・支援者向け研修 2025 ～障がいのある子ども・若者の性教育～ 

もっと楽しく もっと自由に 性を語ろう！ 

日本社会福祉弘済会 社会福祉助成事業 

事業目的 「障がいのある子ども・若者が、地域で安心して暮らすために社会からの孤立を防止

し、自己肯定感をあげる」ことを目的に、障がいのある子ども・若者の思春期支援の

課題を、支援者が理解し、スキルアップを図り、支援者同士が繋がり、一人ひとりに

寄り添った支援ができるようになることを目指す。 

実施期間 2025年 8月～2026年 2月 

担当 統括：田中弘美（副理事長） 

事務局スタッフ：水野真由美（同）、阿部聡一郎（同）、渡邉修大（同） 

IT補助：牛田真登（同）  

STEPプロジェクト委員：木全和巳（日本福祉大学社会福祉学部教授）、伊藤修毅（日

本福祉大学教育・心理学部教授）、伊藤加奈子（ココカラウィメンズクリニック院長）、

鉄井史人（特別支援学校教諭・公認心理士）、鈴木由紀子（障がい者福祉事業所職員）、

竹内健悟（障がい者福祉事業所職員）、秋好眞澄（同）、戸谷令子（同）、河村あゆみ

（東海学院大学非常勤講師）、寺部佳代子（社会福祉士・相談支援専門員）（敬称略） 

事業内容 STEP プロジェクト：障害児者の支援に携わる学識者、医師、特別支援にかかわる教

師、福祉事業所職員、企業、保護者が集まって、発達障がいや発達に不安がある子ど

もや若者に対する性教育に関する学びを進めているプロジェクト 

対象：障害児者福祉事業所職員、特別支援教育にかかわる教員等、保護者、保育や福

祉を学んでいる学生 

定員：基礎研修 各 80名、実践研修 25名 

研修テキスト：『障害のある子ども・若者のセクシュアリティ「からだ」と「こころ」

を大好きになろう』『命の始まり～出産まで』編著：木全和巳、伊藤修毅、伊藤加奈

子、田中弘美、STEPプロジェクト委員会 

 

【基礎研修】 

第 1回 

日時：2025年 8月 31日（日）10:30～12:30 

会場：オンライン会議システム Zoom 

参加：51名 

「障がいのある子ども・若者の包括的セクシュアリティ教育」 

講師:伊藤修毅（同） 

実践報告：鉄井史人（同） 

第 2回 

日時：2025 年 9月 21日（日）10:00～12:30 
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会場：オンライン会議システム Zoom 

参加：54名 

「社会福祉現場における性と生の学習と支援の取り組み」 

講師:木全和巳（同） 

実践報告：寺部佳代子（同） 

第 3回 

日時：2025 年 10月 19日（日）10:00～12:00 

会場：オンライン会議システム Zoom 

参加：40名 

「基礎知識を学び直し―医療現場から見る『性』の現状と課題―」 

講師：伊藤加奈子（同） 

 

【実践研修】  

日時：2025 年 2月 21-22日（土・日）10:00～16:00 

会場：ウィンクあいち  

参加：26名 

「実際の支援の現場（事業所・学校）での実践をつくってみましょう」 

アドバイザー：木全和巳（同） 

実践報告:寺部佳代子（同）、河村あゆみ（同） 

成 果 と 課

題 

STEP 研修では、障がいのある子ども・若者の性に関する課題や支援のあり方につい

て学ぶ機会を提供することで、支援者の知識や理解の向上につながった。福祉や教育

など異なる分野の支援者が集まり、それぞれの現場で抱える課題や実践を共有する

ことで、支援者同士が学び合い、つながりを深める機会にもなった。 

一方で、研修を通じて知識や理解を深めることはできても、それを実際の支援現場で

どのように活かしていくかについては課題が残る。研修後のフォローアップや実践

事例を共有する場の充実が必要と考える。また、参加者によって知識や経験に差があ

り、性教育に対する心理的なハードルを感じている支援者も少なくないことから、初

心者から経験者まで幅広く学べる研修内容の工夫や、継続的に学び続けられる仕組

みづくりも求められる。今後は、支援者への学びの提供にとどまらず、その学びを当

事者や保護者への支援につなげ、地域全体で障がいのある子ども・若者の性と生を支

える環境づくりを進めていくことが必要と考える。 
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事業名 「障がいのある子どもが“働く”を考えて挑戦する！学習と体験」事業 

独立行政法人福祉医療機構 助成事業（一部 ノエビアグリーン財団助成事業） 

事業目的 発達に不安や障がいのある子ども・若者が主体となり、自ら理想のまちを企画・運営

する体験を通して、社会参加の機会を創出することを目的とするもの。 

子どもたちは、体験講座で「働く」を学び、仕事づくりや店舗運営、他者との協働な

どの活動を通じて、社会の仕組みを実践的に学ぶとともに、自ら考え行動する力やコ

ミュニケーション能力をはぐくむ。また、一人ひとりの興味・関心や得意なことを生

かしながら挑戦を重ねることで、自己肯定感や自己効力感の向上を図る。 

さらに、保護者や地域住民、支援者がサポーターとなり、子どもたちの活動を見守り

支えることで、障がいの有無にかかわらず、多様な人々が互いを理解し認め合える地

域社会の形成に寄与することを目的とする。 

実施期間 2025年 11月～2026年 2月 

担当 統括：水野真由美（同） 

事業コーディネーター：田中弘美（同） 

事務局スタッフ：阿部聡一郎（同）、渡邉修大（同）、中島瞳（同）、溝口和愛（同）、

牛田真登（同） 

サポーター：33名  

事業内容 【体験講座】 

第 1回 

日時：2025 年 11月 3日（月・祝）13:30～16:00 

会場:ウィルあいち 

参加：子ども 6名 サポーター8名 

「仕事や働くことを考えてみよう」 

講師：田中弘美（同） 

第 3回 

日時：2025 年 11月 30日（日）13:30～16:00 

会場:ウィルあいち 

参加：子ども 5名 サポーター8名 

「給料と税金について学ぼう」 

講師：重原厚子（国家資格キャリアコンサルタント 2級技能士） 

第 3回 

日時：2025 年 12月 7日（日）13:30～16:00 

会場:ウィルあいち 

参加：子ども 7名 サポーター12名 

「商品に関わる人と仕事を知ろう」 

講師：田中弘美（同） 

第 4回 

日時：2026 年 1月 11日（日）13:30～16:00 
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会場:ウィルあいち 

参加：子ども 7名 サポーター16名 

「まちづくりを考えよう」 

講師：重原厚子（同） 

第 5回 

日時：2026 年 1月 12日（月・祝）13:30～16:00 

会場:ウィルあいち 

参加：子ども 6名 サポーター7名 

「自分のお店の看板を作ろう」 

講師：田中弘美（同） 

第 6回 

日時：2026 年 2月 1日（日）13:30～16:30 

会場:ウィルあいち 

参加：子ども 5名 サポーター8名 

「チャレンジタウンを振り返ってみよう」 

講師：田中弘美（同） 

 

【チャレンジタウン】 

日時：2026 年 1月 17日（土）13:00～16:30 

18日（日）10:00～16:00 

会場:ウィルあいち 

参加：子どものべ 29名（実人数 21名） サポーターのべ 38 名（実人数 23名） 

 

【出展したお店】 

公共：市役所、銀行、ハローワーク、税務署 

飲食：「うまジュー・極み」（ジュースや）、「ゴートゥーヘブン・トースト」（トース

トや）、「100 チャレンジタウン店」（ラーメンや） 

物販：「ほんやさん」（本や）、「便利な文ぼう具屋さん」（文房具や）、「キュンキュン」

（ハートの小物入れや）、「味天堂」（おかしや）、「ecoエアコン快適」（リサイクルシ

ョップや）、「ボクとかんがえるサイキョーのデザイン！！」（印刷工房） 

 

【サポーターミーティング】 

6/22～2/1までの計 12回行った。 

参加：のべ 112名（実人数 33名） 

 

【事業報告会】 

「障がいのある子どもたちが“はたらく”を考えて挑戦する！学習と体験」事業報告

会 
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「チャレンジタウンから育まれる“生きる力”とは」 

日時：2027年 3月 1日（日）13:30～16:00 

会場:ウィルあいち ２階特別会議室 

参加：31名（サポーター、参加者保護者、連携先、ほか一般参加希望者） 

司会進行：田中弘美（子ども＆まちネット副理事長） 

 実践報告：五十川洋子チャレンジタウンサポーター） 

      牛田真登（子ども＆まちネット会員） 

      古澤由佳（チャレンジタウンサポーター） 

      横井寿史（子ども＆まちネット理事） 

成 果 と 課

題 

本事業に参加した、発達に不安や障がいのある子ども・若者が主体となってまちづく

りや仕事づくりに取り組むことで、自ら考え行動する力や他者と協働する力をはぐ

くむことができた。参加者は、自身の興味や得意なことを生かしながら役割を担い、

仕事や店舗の企画・運営を行う中で達成感や自己肯定感を得るとともに、社会の仕組

みや働くことへの理解を深める機会となった。また、保護者や支援者にとっても、子

どもたちの新たな一面や可能性を発見する機会となり、障がいの有無にかかわらず

一人ひとりが地域の中で活躍できることへの理解促進につながった。 

一方で、参加者それぞれの特性や経験、興味関心に応じた役割設定や支援のあり方に

ついては引き続き検討が必要であり、子どもたちの主体性を尊重しながら適切なサ

ポートを行うための支援体制の充実が課題として挙げられる。また、限られた活動期

間の中で企画から運営までを十分に経験するための時間確保や、継続的な参加につ

ながる仕組みづくりについても改善の余地がある。今後は、参加者の声を反映しなが

らプログラム内容を充実させるとともに、地域や関係機関との連携を強化し、より多

くの子ども・若者が主体的に社会参加できる機会の創出を目指していく。 

 

 

事業名 その他 STEP事業 

自主事業 

事業目的 「障がいのある子ども・若者が、地域で安心して暮らすために社会からの孤立を

防止し、自己肯定感をあげる」ことを目的に、障がいのある子ども・若者の思春

期支援の課題を、支援者が理解し、スキルアップを図り、支援者同士が繋がり、

一人ひとりに寄り添った支援ができるようになることを目指す。 

実施期間 通年（不定期） 

担当 田中弘美（同） 

事業内容 ◆講師派遣・コーディネート 

〇一宮市障害者自立支援協議会 

日時：2025年 11月 20日（木） 

一宮市内相談支援専門員他支援者向け研修講師「包括的性教育について」 
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講師：田中弘美（同） 

成果と課題 ・STEP事業を継続して開催してきたことで、年に数回講師派遣依頼をいただく。 

・講師への負担と事務局負担に見合った予算計上をされている事業所はまだまだ

少なく、運営に課題が残る。一方で同様のニーズが増えることが予想され、対応

可能な人材の確保と育成も引き続き課題である。 
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（１）総会 

１．開催日および場所 

日時：2025年（令和 7年）6月 22日（日）10時 00分～12時 00分 

場所：子ども＆まちネットひろばスペース及びオンライン会議室システム zoom 

２．議題 

第１号議案：2024年度事業報告の承認について 

第２号議案：2024年度事業決算の承認について 

第３号議案：2025年度事業計画の議決について 

第４号議案：2025年度予算計画の議決について 

３．報告事項 

なし 

 

（２）理事会 

 第１回 理事会 

１．開催日および場所 

日時：2025年 6月 6 日（金）19時 00分〜20時 30分 

場所：子ども＆まちネットひろばスペース及びオンライン会議システム zoom 

２．審議事項 

 ・2024年事業報告および決算報告について 

 ・2025年計画および予算について 

 ・役員報酬改定について 

３．報告・その他 

（１）アルバイト採用予定 

渡邉修大（26歳） 休職中 

中島瞳（22歳）大学 4年就活中 

  （２）総会役割分担について 

 

 

第２回 理事会 

１．開催日および場所 

日時：2026年 3月 22 日（日）13時 00分〜15時 20分 

場所：子ども＆まちネットひろばスペース及びオンライン会議システム zoom 

２．審議事項 

 （１）2025年度の事業報告について 

（２）2025年度決算見通しについて 

３.会議の開催に関する事項 

３．  
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（３）2026年度事業計画について 

（４）2026年度予算計画について 

（５）役員の改選について 

   

３．報告・その他 

・総会日程決めおよび、当日の役割について 
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